
平城宮跡 ・京跡の調査

平城宮跡発鋸調査部

1992年度に平城宮跡発掘調査部が実施した平城宮跡・平城京跡と京内寺院および頭j各と東紀

寺遺跡の調査概要を以下に報告する。調査一党については35頁の表を参照のこと。

1 平城宮跡の調査

式部省北半部の調査 (第229・235次)

T-m而大垣にもうけられた宮城門のう ち壬生門を入った区岐に 奈良時代後半には式部省と兵
部省が凍西左右対象に並立 していた。 昨年 (1 991)度までに，兵部省と式部省、I宇ï ~1と音11について調

査を進めてきたが，残る式部省北半音1¥について第229・235次調査として発技n調査を実施した。
式部省は一辺約74m(250尺)の築地塀で囲まれた官術である。築地塀の基底部幅は，添柱の

間隔から 4尺であることがわかる。内部空間は， 北寄りの音1¥分にもうけた東西塀SA15日Oによ

り南北に二分している。この東西塀の南側で正殿SB15100と東第一堂SB15300を， 北側で後殿

SB15120・西北殿SB15150・東北殿SB15350を確認した。いずれも礎石建物である。なお，東

而 ・凶而の築地の内側には 後に片!湘廊をとりつけている。

正殿 SBl5100は東西棟で，東北111~ :g11分の基助ー土および博組の悶落ili・を検出したにとどまるが，

北側の悶落ijVtに階段部分にあたる張り/JJしが2箇所あり，桁行5111J(60尺=12尺x5)の建物に

複原できる。南1l!11柱列は東西第一堂の南安・とそろうと惣定でき，梁間は 4IIIJ (32尺=8尺x4) 

で，南北二而踊のvリ姿造りであろう。礎石据え付け掘形が残っておらず， 他の建物よりも高い
基担であったらしい。東第一堂SB15300は.:1ヒ妻とその 11日lili，(l!ilの柱列を検出した。桁行31111

(40尺=13.3尺x3)で梁間2111j(18尺=9尺x2)に復原できる南北棟の総柱建物である。正殿の

北で 2尺ほどの間隔をおいて東西にならぶ凝灰岩切石911を28mにわたって検出した。北へ折

れる石列が4箇所あり，東西塀の雨悶部構を波る.fr(i;(板)の台とみられる凝灰岩ないし燐へ続

く。この南北列が東西坊'f.の柱と柱の間に位置することも考雌すれば，これらの石列を踏石と考

えるのが妥当であろう。この踏石に沿って東@f)J(:の扉をくぐり，北の区間へ通ったものだろう。

東西堺の北にある後殿SB15120は，桁行4IIIJ (44尺=1]尺X4)尺で梁IIIJ4 1111 (26尺=6.5尺×

4 )の二而廟の切安造りで，中市h線に柱が立つ。穴を掘って務とし込まれた礎石5'(問が残って

いた。後殿の両脇にある東北殿SB15350と西北殿SB15150は， ともに桁行31111(30尺=10尺X3) 

で梁JIIj21lJI (16尺=8尺X2)。この三つの東西棟の1mには，掘立柱による廊状建物 SB15130・

15140および商北塀SA15135・15145をもうけ，それぞれの空I:¥jを区画する。廊状建物の規模は

桁行5問 (45尺=9尺X5)で梁I:¥j1 1111 (9尺)。なお，後殿背後の東寄り部分に.北而築地に1m

く棟門SB15160がある。9尺のIIJJI何で{圭30cm強の柱似を留めていた。

奈良I~i代前半の迫ttllt として， 京第一堂の棟通り下層で検出した持il立柱南北塀 SA14680がある。

柱問寸法は平均8.5尺で、直径40cm近くの柱が想定できる大型の坊1・である。ほかには儀式用の版
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竿と思われる柱穴がある程度で 後良H幸代前半はさを|刻地であった。 南北塀は壬生門中 II~IJから束

へ275大尺 (330)く)に位'li'l:し，左右対・私;枕W11:のj!lj側でも，校火は米孤ii習ながらi:Fir6I的とみられる

2条の南北市が検/1¥されており 存在が想定しうる (1;;(1D)。

今回の調査によって，奈良時代後半の式部符の全容が明らかとなった。兵部省と式部約は同
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- ~.:Il絡で造営された250尺凶方の1157である。 1: ' 1:: 門の Il l fl~1I線か ら 1 30)~11~てた位iri: にそれぞれ

京間と酉ïfijの築地心をおき.Hi而築地心を"t; ，;，村，(， i 大.h(の心から 45 )~ :1ヒに， ~ヒ而築地心を仙集|淀

Itjl以から125k南におく(I:xlD)。ともに線路があるため米掘部分カf践すが.fl 1Il. Iこ比較すること

によ って補うことが可能である。まず兵部省の遺仰について，これまでの知見を 2点訂正する。

X-145.9∞ 

X-145.950 

SB14740 

式i~ií 'tì J.ltl 'fWi訓1~;ïWlfl:x1 (1::11 B ". r.~;236次干ニ1'.~;222次 I : 600) 
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第一に，式官11符正殿の検出により兵部省にも正殿が想定できること。兵部省の正殿はこれまで

認めていなかったが.rNと北の雨落i梓にあてうる東西i梓があること，基壇に該当する部分に舗

装の際1肢が1えばないことなどから，基国は完全に削平されているものの存在はまず間迫いない。

第二に，兵部省の後殿 <r北方建物Jと呼んだもの)を桁行5HIJと復原したが，中紬線上に柱がく

る桁行 6HHの建物になることである。

これらの点を踏まえた上で，同宥術のill椛を!照し合らせると，同じ風格にもとづきながらも

細部では異なる部分が少なくないことがわかる (凶C)。①築地塀の器底部何が，兵部省は5尺

で式部省では4尺である。また，京面 ・阿而の築地桝に後に付加される片廟j郎の出は，兵部省

がll)~で式部1îは13尺である。②*西併の南北位位が，式部省の場合，兵部省と 同 じ位置で地

訓消を検出したが，実際には2尺雨に変更している。③正殿の桁行総長は同じものの，梁間は

雨洛i停の心々距維のi主いから典なるとみられる。また，兵部省正殿が凝灰岩切石を用いた壇正

和基胞であるのに対し，また部学?正殿の~tll化粧には切を用いている。 東西tr;-堂 ・ 第二堂は，

梁IIlJがわずかに異なるとともに，式部学?のそれが総柱建物である。このように正殿と東西第一

立 ・第二堂の梁間が異なる一方，コの字形に配したこれらの建物に阻まれる空間を.130尺四方

にそろえる配慮がなされている。@東西城より北の区画の三つの京商械についても，柱間寸法

が微妙に異なり， 中央の後殿は建物構造も異なっている。したがって， 北側の区画を三つに区

切る市北塀の位世も異なり，式部省では阪ii状建物をともなう。

以上のように，築地の基底阿や例々の:m物の規棋は兵部符の方が大きく，式部省よりも格式

の高い官街であったことをうかがわせる。奈良時代後半の阿官街は，左右対称、の均整な配置を

とり高い音'.Flij性の下に造営されている。今回の式部省北半部の調査により，正殿の確認をはじ

め，両官術の正確な構造が明らかになった意義は大きい。
250 ト81-tーすート81斗

1<-50 

奈良時代後半の式部省・兵部省の彼li;l(医IC 数字の単位は尺)

-26ー



式部省 E賢官衝の調査(第236次)

1m項の第229次 ・236次;U，¥I査区の東|努にあたり.1991年度に尖施した第222次制査区とは.線路

を附てた北似1Iに{立ii1する。第222次調査によって.奈良時代後半の式部省の京側に，築地JJJ(:で!m

まれた別の'，'flltfが存在すること，その下J\'，1 にも州立柱桝に IJH まれた条良II~J・代前半の遺怖があり ，

/u土した木Niiから式部省に|刻わる宮1Mであることが予想されていた。この式部学j'W:官fnrの北半

部について，負(;236次調査として発抑制査を尖施した。

奈良時代前半 姉!立柱塀による区阿JJ;(:SA 1 4685の ~I:r に . 抑_:)H ì;建物 6 械を (i{1・25 した。 妨!立柱桝

は西而で]31111分を倹出し.北町;'[;1¥分は水路のため未確認ながら， 北へ1111びないことから京へ折

れて北而をjiliiしていたとみて誤りなし、。内部には正殿とみられる大型の京I川被があり.まわり

に小規模の建物が配置されている。正殿には佳て替えがあり，当初jの正殿SB15413は， 十fi行 7

11¥1 (68尺=12)cX3 + 8尺xOで梁間411¥j(44){=身舎]0)cX2+)白i12}くX2)の間的l建物である。

桁行の柱訓りは8尺と]2)くが交売にならぶ特児なもので， )，よい柱1111部分に1)1¥が忽定できる。や

や砕jに建て替えられた正殿SB15414は， m行71111(66)，-=12k + 9 )cX 6)で梁111141111(42k=身
合12尺X2 + Jfli 9 k X 2) の l国 ìfl i Jfli建物になる。 桁行中央問のみが12)-': と長い。 周 !J~の建物には，

京ゐ:りで米州部分にかかるが3!I¥j (21){ = 7 ){ X 3) x 2 11¥1以上(生U::j8){)の総柱建物 Ss154]5

があり，北凶部分には桁行311¥1(15尺=5}cX3)で梁11¥12 11¥1 (lO){ = 5尺X2)の小規悦な京附

械が3械ならぶ (S8]5416・154]7・15418)。

なお， 'ffl!fi を I L\ た北iWIで鍛冶 ・ $)i造|州系のIj~~~物を抗てた土ザL を 11j;;;ii9I'検/J'， した (SX1542]-

15431 )。 いずれも深さ30αnほどで，焼土 ・jえ・灰色村i1'[土が交互に枇秘し，怖の;J;J口やfJl:協が

多iifに含まれていた。 1:[\/1 \ した土 ?';fは平減土?~flai1FII JYIにあたる。建て符え後の正殿SB]54]4

の柱抜き取り?ににも ， 同じようなH~~物がJ77て られている。 制査区内で炉そのものは見つかっ

ていないが.付近で還者1¥後のlli営にともなう金凶器!:tP'(iが行なわれたらしい。

奈良時代後半 前半期の区間をほぼ踏襲して築地桝に造り伴え.:)};;出にillつ礎石建物を配位す

る官1mへと掠変わりする。iJyiflI築地は杭土やiぷ位は泣存しないが， r何の第222次調査区では煽り

込み地業が比られ.築地弘氏帆が5)-.:であることを確認している。北而築地は下府とliilじく水

路のため未確認ながら， iiiiT:H糾昨SD]5432とJヒにIJBく八馴11"1SB15434を検出した。間滞iNI:は築

地部分が玉析結lで， 門部分では凝灰岩切石による。 1"]の t~!v"l は ， 間務j昨心々で東西1].8m (40 

尺) ・南北8.3m(28)c)の規肢で，礎石州え十lけ拐形が3P:i ;~r残る。 柱川は桁行が中うた:11¥1 ]4)く，

阿世!IJ8尺で総長30)<.梁川は16)込(8)くX2)である。この八j肉11"]の確認により，上府'ifWが北

を正而とすることが判明した。築地|人jで検出した 2似の礎石雄物は，いずれも同正和JL刷の凝

灰岩j也被石が部分的に残り.J;'i)!JHを間務il'I，:が巡る。 悲!.l'iの航土は10数 cm残るものの，礎石扮i

え付け掘形が比当らず生tf立iiJ:はIYIらかでなし、。;JPWの鋭校は.北のSB]5438がTij北9.4mで}f{iJ可
11.6m，阿寄りの市北棟 SB]5442が南北13.4m以上で京i'y9.6mである。第222次調査検11¥の正

殿とみられるW:ii回線Ss]4740を合わせ， Jニ肘rfiffiの建物は3{lI(が明らかになった。正殿lま北I"J
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と心をそろえるが，今回確認した2f~iはいずれも西側に待っている。 この 2練の京側には祭大

の磯敷が広がっており， :1ヒ1"1心に対して対称位ii'1:にあった器出が削平されたとは考えにくい。

上府官術は京千年りに空間地をもっ非対称の建物配置をとるものであったらしい。

なお.奈良時代以前の遣桃と して，古地l時代のW，:SD1541 1がある。幅8m・深さは 2mほど

の北凶から陶東方向に流れるi走路で，栄子の木製品と布留式土器が出土した。また大型の査結

を組制した土坑 SX1 5412がある。 土附(.~艶 ・向均;をともない引王製管玉川闘が出土した。

下防 ・上肘の各官litrの性格について， 現在の見方をまとめておこう。下府については，第222

次調査で検出した井戸SD14690から木簡が多訟に出土し，多くは官人の勤務評定である考謀木

附であった。「式部省五口」とf生かれた品性土器も伴出している。奈良時代後半の式部符の下照

に官術が存在しないことも考慮すれば，東官1Ifrの下照遣ll~を予告良時代前半の式部省にあてるこ

とが妥当であろう。一方，その区画を踏襲した上層遺構は， 平安宮の絵図に見られる式IIrf(式

部厨)すなわち式部省のド付属機関と考えていたが，式部省そのものとは築地塀で隔てられ，北

に門を聞 くこと，正殿の規模が式部約正殿より大きいこ とから，別の官l~r に比定することが適

| でム? | 奈良時代前半

しI~

|よLぃι-m「
6ω(550) 

十48

5AI4ωQ 

(40)' SA 144∞ 
壬生門

壬生門北側の官mrの変a(1互ID 量生字の!ji(立は尺
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当かもしれない。上肘迫(，mそのものからは性格を判断する造物は11¥土していないが，第32次調
査でT十J而大垣の北陥落i昨から11'，土した木日Ii群 ・よ!H!r土器の中に.式部省関連以外に神祇1'fに|刻

わるものが合まれている。これらの造物が.'WJ集院南方の'r¥'mrからおてられたものとすれば，
上府1~\'1市をや11紙宵に比定することも一家である。 平安);(でのや11 紙'，'fの位jrí:がやは り宮の東南|利

付近であることや，雄物配置が左右非対称で類似することも参考となろう。

以上，第236次までの淵査成果を踏まえて.:r:~ミ門 を入った地域の変濯を示したのが悶 D で

ある。 奈良時代前半には， 壬~三門を入ると朝集|淀rti辺の区間が正HIi に比え. 550大尺を隔てて東

西にTti北.t))f.が配置され.その1111は広大な空閑地となっている。そして前北1jft.SA 14680の京に式

部省があった。奈良川:代後半になると，市北功f.は撤去され京阿に正方形の宵1Mがおかれる。式

部省は新設された京の区画に移り.かつての式部省の跡地を占めたのはや|凶[~官と想定する。 袋

良時代前半の式部省と後半の利市[官は，ほほ同じ区阿を踏襲しており.T十j北長は250kである。

ただし東西長は束而iの区間を検出しておらずrYIらかでない。けれども，袋良時代前半の当初jの

正殿 SB15413の桁行心が.西而の掘立柱塀から 1 00尺のf~irl~にあり 奈良時代後半になっても，

北門である八脚I"JSB15434と正殿SB14740は. 101じようにiJ叩ii築地から100尺の位iEを心として

おり，開門である秘1"1SB14725もわずかにずれるがほぼ心をそろえている。この南北wlが奈良

時代を過して意味を持ち続けていることを考服すれば，これを11"1111とする東西200尺の区白iを想

定することが妥当であるかもしれない。

第二次朝堂院東第五堂の関査(第238次)

第二次刺1~:1淀の 1 2立のうち，昨年 (J99 1 ) 皮ま でに京都-iiどから凶堂までの尚北棟について淵

査を終了した。いずれも現存基出に建つ礎石建物を臨認するとともに，下1¥'1に掘立柱建物を確

かめている。今回，第238次訴l査として京第五堂の訓査を尖施した。京阿械のM:主としてはM初

の調査である。その結'*.奈良時代前半の掘立位建物である下附京第五堂SB15700と，これを

建て答えた安良時代後半の礎石建物である上府東第五jltSB15710を検11¥した。

奈良時代前半 下肘京第五堂は鋸立柱建物で20~~の柱火を検11 '，した。 桁行121IlJ (120尺=10尺×

12)で梁11114 II¥J (40)く=10尺X4)の南北にj揃をもっ両lili建物である。'*第二堂から第四22:まで

のけj北~*の下肘 ・:OJ ~~:が. 初出古1\に而する西側にのみlili をもつのに対して. 東西械の下!日，第五堂

が両j高lであることは新たな所見である。阿l和である点を除くと， 下j付第二:主 ・第三;主と規模は

等しし、。 身舎の北~[IJの柱筋を第凹堂の北安に合わせ，北川i音11分はこれより北に 11\ る 。 来事は第

四1itの凶Jiiiからは20)く(5.9111)にあり.fFの11¥を考1.&.すると，かなり近*した位ii"i:1刻係にある。

なお . m安部分のIfJr ち'，1111 りの車内巣，下肘の柱穴に先行する位抗I!)r~を検1 1'，した。 身合妻柱と :1七人

側柱の間におさまる佼iFtである。西側にさらに l例あることを服，認したが，ともに柱の抜取り

痕跡はない。節凶誌のj助合，一度掘った柱穴を砕jに拡脱しており，施工段階での変更を必定し

ている。抑形を拡張した第四立とは方法が異なるものの.1刻辿ある現象と考えておく。

奈良時代後半 上肘京第五堂は本瓦IIきの礎石建物であり.版築による基出の上に建つ。いず
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れも礎石は抜き取られているが据え付け掘形が28箇所残っていた。上府東第五堂は桁行 9111]

(111尺=身会13尺X7 +lfIilO尺X2)で梁!日J41旬 (46尺=身舎13尺X2+陥ilO尺X2)の凹而廟建物で

ある。これは第二立 ・第三盆と同一規肢である。また，礎石姉形の四方に配された足場穴，さ

らに器国南側で，基血縁から6尺ほどの位置でならぶ軒先まわりの足場穴を検出した。基出の

規模は，凝灰岩切石による地桜石の抜き取り跡から.東西125)て (約37m)X南北60尺 (約18m)

に復j京できる。階段は東西に各 1問所， :1ヒに 3箇所を認めた。南辺側にも 3箇所にあっただろ

う。建物から基血縁までは 7尺 (2，lm) 階段は基血縁からさらに 5尺 (I，5m)外に山る。基担

の周囲には際政の舗装がなされている。

今回の調査によって，東西械のi:VJliA:にも下府建物の存在が確認でき，第六堂が米調査とはい

え，第二次iWJ堂院に当初から121主がそなわっていたことがほぼ確定した意義は大きい。東第五

企の規模は上用 ・下層とも基本的に第二堂 ・第三堂と等しく ，さらに同ーとみられる第六立を

加えて，東西各六つの~i)t主のうち，第一堂と第四堂をのぞく凶つの1羽生:が同一規模となる。

また，奈良|時代以前の泣椛についても，ある程度の様子を明らかにできた。古出時代前期に

は集落が営まれ(竪穴住居SB1565ト 15652)，その後おそらく中期には古噴群が形成されている

(方的SX15660-15662，円j賞SX15663)。奈良時代の整地土下には，住居主1:や古噴が広がりをもつこ

とが予想される。さらに 7世紀代に入っても，確実な遺構としては土坑]基 (SK15680)にとど

まるが，包含J~'1 中に多くの土保が認められ，古墳周濠の組立土に白鳳l時代とみられる瓦が見ら

れるなど，この地j或が継続的に生活の場として利用されてきたことがわかる。

第二次〈リj ，;E院:lli第五i色調資迂HI~閃 ( 1 : 500) 
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東面大垣の調査(第234-11次)

法華寺11111人jにおける奈良市の河川改修 (ボックスカルパート以設)に

ともなう発長H調査。111，年 (1991)度に第223・16次調査としてTt.iO!IJを;WoJ

査したが，それに続く 北延長官11分にあたる。総延長100mにおよび，

平以下{東而大垣の-1ft定位iR付近にあたる。

トレンチの北端と中央部の 2箇所で*而大坦を検.'1'， した。北端では

大所の*半世I1が残り.)!メさ10-40cll1ほどの築地航土および京附務併

を確認した。 ;J~I長官11は姉!り込み地業でなく，地 1 11削 り 1 1'0 しによる 。 こ

の地点から北の水上池に向かつて，築地は高まりとなって現在の地表

前においても認められる。 トレンチ中央部で検11¥した築地は，やはり

;JJ; Ji.~部を池山 j'jlJ り /1\ しにより.その上に]5cm ほどの初土が成る。こ

の築地基出部分の幅が約3111，築地本体の幅は不明。jj[i:l:i泌出は中日

0.7mで深さ0.25m，阿岡部品ーは幅 1mで深さ0.25日1である。 2問所

で検出した京而i大垣の位置は.これまでの想定から約 1111 i'qにずれる。

itJ端付近では訪日立柱建物2械を検出した。北fWJのものは北1mのつく

東西線とみられ.京芸::の4:1，~の柱穴を杉ttI ~した。 HiJiti の平日![fi は ;;J，'，]査区

外のため不明。大垣のすぐ内側まで規般の大きい建物がillてられるH手

JUJがあったことがわかる 。 そのTy，jの建物も |百l じく京ïlÿf~(になろう 。

一条通りよりTijの卜レンチでは， 2基の住火を検1'1¥し，昨年の

223-16次市lヨ!日11分と合わせて6~，~の柱穴がならび í十j北の孤立キI))j{: を

構成する可能性カ可:・4 くなった。 柱間は2 .4m 前後だが/f~tHíjv、である。

西面大垣の調査 (第234・12次)

寺の1!II裂II改修にともなう調査。 jlqjj而大短の;;I，~J反日!;と jjü!:i孫i砕を雌芯

した。築地部分の下肘には斜行する流路があり.これをj恨め立て雑j也

した上に大垣が築かれる。斜行i，Y，:のi註下肘から奈良時代初!リ!の訂i悲出

鉄鉢カti'B土し.このifll分の大町築成は選者11直後には巡らないらしし、。

斜行川のはずれる北壁付近の所見からは， J也山を[t!り込むj血業はliZめ

られない。 築地法ほí~'I)の fi'l土が厚さ 5 -20cmでl阿3.2mほど政る。築

地本体の叩は不明。京f:f:ii存i，'I，:(ま，現状で叩0.3111で深さ0.1111で、ある。

東薗大垣

130 -

140 -

X-145.t50 -

160 -

東西棟建物

-X-145.2∞ 

-210 

(i日本~' I‘文) 掘立柱塀

.Ji 1 I 1-220 

tp I 1 Y-17.810 

tJli t(ti J;:.ht;J'l脊足I悦|主1(t : 2∞) 州大dh脊441E11l(l:6∞)
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2 平城京跡の調 査

左京三条ー坊十・十五・十六坪の調査 (第230次.234-10次) ともに駐車場造成に伴う事前調査。発

抑の結果，十五 ・十六坪のJIIJには三条条IfIJ小路が存干1:せず，向上ドが条良時代を通じて一体の敷

f也 として利用されたことが明らかになった。 ill し，同p!~の IIIJ には京凶中指h線上に礎石建の門

SB8を1mく築地Jjjf.SA 1があり.Iti北二つの区画に分けて利用されていたと見られる。SAlは門の

位irl~決定方法から考えて， 平城京造営当初からのものと見なされる。 SD3a . b. SD2a' b . Cが

尚北の間務I，YJととなる。十五pドの中心部では，三械の大型東西材iill物SB14・15・16の東西に南北

t~fill物 SB13 ・ 1 7 を配するという . J;(内の宅地だけでなく，宮内でも例を見ない配置が奈良時代

をjffiじ続いている。これらはいずれも当初のぬ!立柱建物を後に礎石建物に建て仔えている。瓦

の分布から見て.SB14bが瓦王lき辿物であった可能'1'1:が高い。また十六坪では2111Jx 7111]の身

舎の四而に庇が十j・ く桜めて絡の向い来四棟擁立柱建物 SB7が建てられ， 京内では lt:i大脱艇の~ I・

戸SE6が設けられている。SB7は桁行 .!諮問方向ともに柱IIIJ寸法は身舎9尺，庇8尺で，桁行

は総長79)亡梁間は34尺。瓦の分;(tiから見て，瓦.iJきill物であった可能性がiI3い。SE6は一辺

が約1. 8m の蒸能組の~I・戸で (1:;(1 参!!H) . 従来立内で1I立大であった長居王邸の~ I:戸 SE4850の一辺

1.35mよりはるかに大きい。横仮は 7段 (1段の尚さは24.5-26.0cm)が現存する。i采さは約3m

である。舟形および11:戸枠内j.!J!.土1'"土の土器の年代から，ヲ長良時代後三|三に掘られ.長岡選者11以

後に廃絶したものと考えられる。その他.11:戸枠1肥土から予告良時代末期の軒丸JC.井戸枠内か

ら「内口〔匠カ〕波」と記された/1三fiij1点， 斎:1'1・1111物なとeの木製品カ{IU土している。

十五 ・十六坪は，平械宮の持jに接するj也であり，その建物配i丘だけでなく，山内の則合'iみ器

出'i'f1IfIと!日lー型式の粁瓦が全粁瓦の四分のーを占め，叫が多数11¥土し，官街:?'Iの{'l:かれた木flii

左京三条一幼卜 ・十五・十六上1'，刈1f.佐世間 (1: 5.000) 
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一方，十時と十五J'I'のIIIJでは.京-.lJj坊11¥j)ii小路SF33や十作京辿を|拠るrN北方向の築地J)J(:

SA34・柱IIIJ8尺の長TI.:y~柱の I"J SB35を検11'，しており，十fI'は十五 ・十六Jtとは別の区間であっ

たことが明らかになった。十n束辺で検11'，した-;)1:戸 SE36は 一辺が約 6 m の|糾丸方形の持i! Jr:~を

もち.枠木は全て抜き取られ，土;坑状を足する。，11:戸枠i}i取穴からは平城日の土器や「 ・絞宅

111二 I~，j/ ・ 口年六月 ー|十一 日口口〔赤染カ〕口J. r辿チ壱斗jなどと記された水Oii5点が出土した。
また十.t'l'阿南青11の節234-]0次調査 (34!'i 1;<(1参mOでは，奈良時代の蛇行する流路SDOl(申M4-

6111，深さ 2111). これと J(桜する~ I:戸 SE02などを検出した。 SE02は. ~ I・戸-1ft!)隠は95αn の方形で，

内側に 8枚前後のii'1-v、縦仮を立て並べている。，11:戸!なから3Ju.¥;':?if.fi'lU依・広口3612・能状編物など

とともに木附 7 点カtlB土した。 木削はいずれも j'jlJMで，印刷~J. r阿jなどの記載が見える。
SE02は造物から細かい年代を IlJ~定できないが， SDOl下肘 Jjf.航のある II~!点で造られ. その上附と

!日I IJ;~:に廃絶している。 SDOl 下肘からはいJifli に放射 IIff:丈とラセンH日文をつける土r.iIi待相;A カtH'，こlニ

しており.平域日からIIIの古い段階まで流路として使JIJされたようである。上jMからは土川持

腕 A が11'，土しており，平城 m の中段l併以降のある lI~i点でJ_!j!められたものと考えられる。
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左京三条一坊十.f'l'は平安京では布IljI{?江の位置にあたり，その位iu:で奈良時代の蛇行流路を検

11'，し，池の存在を示唆する印刷むJの木仰が11'，土したことは注目に値する。illし， 第230次調査

では，某宅の存在を411f定させる木f:iiも11'，土しており，偶人の邸宅の可能性も高<，今後左京三

条-t)j十坪の性絡を検討していかねばならないであろう。
東一坊大路西側溝の調査 {第234-9次) 駐車場造成に伴う事前淵査。左京三条-J}j十六坪東側の東

一駒大路凶側出SD3935を約 5m分検11¥した。SD3935は.帆は検11'，而で 6m， J氏で4111，深さ

1. 6m の|折ïúi逆台形のUII:で刊J~に40-50cm 大の河原石による諜伴を持つ。 埋土は上から IIffl天

制色砂質土 .IIjJ灰色粘'f(土 .lIi'1ttl色村i1'(土 ・H行灰色パラス土の叶4肘に分かれる。泣物には木

f:ii 8点，金製飾金.H断)r，和制|品!苅;6点，や11功閲宝 1;点.417金J!.4点，海老鍵1点，鉄釘2点

などがあり，またjEj;!:石91Jの南端でt~*と思われる木製品がまとまって出土した。今回の調査

で，JU-:tJj大路間側出に，部分的に護;~!:の施されていることが明らかになった。 また 11土下用の

H庁灰色パラス土JI"づからも奈良時代後半の土器が11¥土しており，*-J}j大路jJtj側械は袋良時代を

通じて椛としての機能を保っていたと考えられる。SDOl(立中日約40cmの素掘榔で，左京三条-J}j

十六坪の*を1lJ~る 1~.J盗施設の東側1昨の可能性がある 。 SD02は中世の瓦器や火鉢を合むUI;:。
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左京三条-以i十町調査泣椛同 (1: 250) 京-J)j大路jJ可slII協調査遺構似1(1 : 400) 

東紀寺遺跡 {第240次) 奈良女子大学附以'1'・ 尚等学校の体育館建設にi:i'う事前調査。当該地は

平J成京外にあり . 紀苛・跡41t定地の*~!'，)l OO O1 に位置する 。 建設iiHlijでは，建設予定地に建ってい

た講堂を撤去し，より広い而杭の体育fi.nを建てることになっていた。調査区内は講堂建設の際

ト... マ四

A 

の造成とそれ以前の制作により大きく j'jlJ平を受け，さらに講堂説礎や建築廃材を投殺した土ぢL

などによるJit乱が若しし、。また調査区北辺部では，汚 .f:1:i水色:の~設による撹乱が現地表下

l.301 1m後に述している。調査区の土附は上から造成土，耕土j付，控黄褐色砂n土肘で，以下奇襲
用と粘土 ・シJレト附の五Jriが続く。泣併は償責褐色砂質土肘上而で検出し，担fit怯j色砂質土府

以下での造物の11'，土は確認できなかった。検11¥した遺十時には，古噴3法 (SXOI-03)，土坑1基

(SK04)， :)1'-1寸]~I~ (SE05)などがあるが，いずれも上半部はかなりのj'ilJ平を受けている。

SXOI -03は周泌!辰吉1\が僅かに残るのみで，深さは20側n~後，師は 1. 5- 2mである。いずれ

も周濠lλjに以尚色のあW(土混じり砂抗土ないし粘'IT土がJl凶tし，Jl皇制土の色調 ・土質は共通す

る。SXOlは内法で12m前後の方lJ'tになろう 。 J1I~杭土中から JI自給小}七土伺i器i台市:が11'，土したが，

風化が者しく 11判明は不詳である。SK04は杭径1.2111，深さ30cmの川形を呈する土坑で， 9世

紀前半のm泌総，土nm(，誌などが11'，土した。大手n型の土馬11阿部n-も11'，ゴこしているが，9世紀まで
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は下らない。SE05は， ~ I‘戸f4"!土上三|土音1Iが一辺約90cm ， 高 さ 1 m 以上の方形縦板縦横伐flf め， 下

半部が一辺20-40CIll，1台jさ約 1mの六f{J)彩縦似定11， }，氏古1Iに円形1111物 (白後40-50cm，市さ20cm) を

抑えている。現状での深さは約2.2mである。井戸御形は|街段掘りで，検t'I¥而では直径 3mの円

形，検出而から50cm下で一辺1.5m程度の|判丸方形に狭ま り，さらに1.7m下で直径]m内外の

円形土坑となる。 井戸枠内の埋土には 9 世紀前半のみi~i!B器，土師器等が含まれ.井戸はその頃

に廃絶したと考えられる。 また:11二戸掘形四辺mlの担II土から大和1型の土馬胴ml片が出土したが，
今回の出土状況からは井戸枠設置|時の祭杷に

f'l~ う も の と は断定できない。

今回の訓査では，調査区内の削平が若しく ，

古代一中世・近世-の遺物包含Jr1は皆無であり，

遣備も全体的に少なかった。上掲以外の造物

として は，純文ヰtJVJ土器小片 1 点 (撹百L土 n~

土)，粁平瓦 l点 (6732F)，平瓦数点，銅銭

(銭文不明)などがある。 (森 公i;f)

刊醐 ト川国 申 y.u略3悶
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東条:寺立H占:湖主計足I椛J;l1(1 : 800) 

2用~地区 治跡 ・ ;澗~-2J，数 ;刈脊!日1 1111 而 4立 i桁 王J5"

61¥1¥11卜x.y 'f JI~':;\ t!i229次 92. ，( . 2 -92. 7 . 9 2100m' 式日11干?

61¥1¥11・61¥1¥1 'r'級官第235次 92. 9 . ( -92. 9 .24 1200m' 式的I:t'i

61¥i¥l1・61¥1¥1 平城7!_f 第236次 92.10.3-92.12.26 3300m' 式日11 1'î東'I~'mj

6AAV w城'iP; ~1238次 93. 1 . 7 -93. ，( .8 2400m' 第二次l:VJ~'t院京第五ài:

6AAN 平械':!.f t!i234-1次 92. ，( . 6 -92. ，( . 8 20m' 'I(~.主1江lλ1 :1仁ブJ

6ALs・6ALC 'T'.~~古負i\234- 1 1次 92.12. ( -92.12.15 125m' 東I而大]1j

6i¥D日 'T'.城1出( 昔';231-12次 93. 1 .27-93.2.5 30mz 西1m大垣

6AsN 'n~'i'i第234- 1 3次 93. 2 .10-93. 2 .12 21m2 司'.1)主官!大1:1ヒブJ

6i¥sN 'f!波宮 U~231ト 1 4次 93. 2.16-93. 2 .19 27"，2 平械'::fJ1、1:1ヒブJ

6Afj 平械}j( ~~230次 92.7.6 -92. 8 .31 1700m' tD;(三条-J)i十・十五 ・十六坪

6sYS 平j成3ft ~~233次 92.7. 1 -92.9.4 700m' 淀川寺

6日ZT 王ド械~rþ~ ~~237次 92.10.28-93.3.2 4011】2 :iJi終
6AER '1'減Jit 有';240次 93.2.10-93.3.30 1500m' i11紀ミ5・足I湖、

613TL 平城京司i¥234・2次 92.4 .2 -92. 4 .22 13m' 京大子'jd.克|λl

6日1'0 'I'.JI.良京、 ~ï234 -3次 92.4 .15-92.4.22 58m2 1去 (I~ ;'fl円境内

6ASs '1'械)j{ ~ï234 -4次 92. " .20-92.4 .21 6m2 平城山北プj

6AS日 'f;.~RJj( 第234 ・5次 92.6.22-92.6.25 36m2 '1 '減'tf~ヒブJ

6AS九 'f.l)ま);( ~ï234 -6次 92.6.25-92.6.29 12m' 司(1)主':ii ~t:Jj

6ASi¥ 平城京 ~;234 -7次 92.7. 1 6m2 '1'.J，Jt:i;'北ブi
6日YS 平城京司i¥234-8次 92. 7 . 6 -92. 7 .10 5001' W;r.lli#旧j克l人i

6i¥fj 'T'.l)車五t ~~23lト9次 92.10.5-92.10.19 100m' 東-J)i大路西側榔

6i¥Fj 平城京自1'1234・10次 92.11.18-92.12.1 90m2 1μ;(三条-J)i十上l'

6131'0 平h主京白1'123'1-15次 93.2.22-93.2.23 4001' it眼寺i日JJiIλl

6i¥Fj 平城京 ~ï234 - 1 6次 93.2.25-93.3. 1 30m' 左京三条-J)j七月t

61¥S!¥ 平域首(首'1234-17次 93.3. '1 -93.3.8 32m' '1ξ JI~'ú~tブi

6i¥LE 平城京 白1'1234-18次 93.3.15-93.3.19 20"，' 平W:fDli辺

1992年度平城~~f跡発品]: ;利子h\Me品ll i羽1f: . . ~y 
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